
 

秋麗祭  １０月１６日（金） 

 

 

スローガンは『花鳥風月 ～描く色彩 響く歌声～』。自然の美しい風景やその風物を題材として詩歌や絵画を

たしなむ風流な心や遊びを意味します。４月から始まった各クラスは、６カ月を経てそれぞれ違った実りを見せ

ました。切り絵や合唱とともに、授業で作ったものや文化部の発表が行われ、その後の校夕祭では、有志による

パフォーマンスが、観客を笑いと感動の渦に巻き込みました。ここで、写真で振り返ってみることにします。 

            合唱の良さは、たくさんの声が重なり合って生まれるハーモニーの美しさです。 

           どのクラスも一生懸命練習していました。お互いに意見を言ったり励まし合ったりし 

ながらそのクラスなりの響きが生まれていきました。プロの合唱を聴くと、「さすが 

に上手いな。きれいな声だな。」と“感心”しますが、子どもたちの合唱には、“感動”や 

“感激”します。この違いは何なのでしょうか。 

 令和２(2020)年、世の中は新型コロナウイルスの大流行により全国一斉臨時休校、 

６月から分散登校となりました。本校では、それまで作ってきた「ステンドグラス」 

に代わり、密を避けて行える今の形になりました。それが「切り絵」です。一人一人 

で作業を行い、最後に合わせて一枚の絵が出来上がり、そこに絵の具で色を塗り完成 

です。後ろから光を当てたときに浮かび上がる鮮やかな色と立体感に心が奪われます。ラディアンでライトアッ 

プされ、多くの方々に観ていただきました。11月からは、1階でご覧になれます。 

            吹奏楽部の生演奏の音は、体育館中に響き渡りました。 ♪「恋するフォーチュン 

クッキー」の時は一緒に踊ることができてとても幸せな時間でした。ダンス部とのコ 

ラボもあり、生徒たちの仲の良さが伝わってきました。 

 

 

 

 

 

ダンスの魅力は、音楽と身体を一体化させ、豊かな自己表現を楽しみながら人とのつながりを広げられることに

あります。最も部員数の多いダンス部は、地域でも積極的に活動していて、みんな堂々とした演技を魅せてくれ

ます。法被（はっぴ）を着て鳴子（なるこ）を持ち、軽快なリズムで踊る様子を観ていると、こちらも踊りたく

なってしまいました。       

            科学部の空気砲は圧巻でした。段ボールで大きな 

            箱を作り、繰り返し試し打ちをしました。そのたび 

            に課題を共有し話し合う場面から、真剣に取り組む 

            姿勢や探究心が感じ取れました。本番で煙の輪がで 

            きたときは、「やったー！」という気持ちでした。 

夜、ラディアンの外から撮影 

心の天気、晴れになれ！ 
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   美術科         技術科        わかば         美術部        科学部 

 

 

 

  

  図書ボランティア      国語科   1 年 1 組「突撃！世界の晩ごはん～ごはんにみる文化の違い～」    さあ、やるぞ！ 

 

 

  

 1 年１組「夢を追いかけて」 

1 年 2 組「文学作品の世界へ」                           1 年 3 組「絆（○気）」                

 

 

 

 1年 2組「HEIWA の鐘」 

2 年 1 組「みんなで輝け！私の青春」                          2 年 2 組「食物連鎖」    

 

 

 

 1年 3組「行き先」 

3 年 1 組「時代と色の移り変わり」                    3 年 2 組「民族衣装・ダンス」  

 

 

 

2 年１組「ハートのアンテナ」  2年 2 組「地球星歌～笑顔のために」      3 年 1組「YELL」        3 年 2 組「手紙」 

 

 

 

 

    ヲタ芸       みんなでダンス！    バレー部の演劇   オールナイトニッポン     劇と歌 

 

 

 

  

    バンド     学年の垣根を超えて     楽器と歌      サッカー部の演劇     締めのダンス！ 

 

   校夕祭の発表者全員による挨拶                   来年へとつづきます 

写真で紹介します 


